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 潜在自然植生とは，あらゆる人間活動を停止しそ

の影響が全く生態系に対してなかったとき，最終的

に現在の自然環境の総和がどうなっているか，自然

植生を支持する潜在能力を持っているか，現在の植

生の現地調査によって理論的に考察しうる自然植

生の事である。 
 人間が手を入れなかった場所として、鎮守の森が

あり、潜在自然植生を見ることができる。それは、

日本の神道が自然崇拝に依拠し、樹木をはじめ、自

然物にはすべて神が宿ると信じ、むやみに木を切る

ことはしなかったからである。 
 ところが、近年、自然崇拝が薄れ、技術の発展と

共に道具が出回ることも相まって、神社、史跡の樹

木がいとも簡単に切られるという現象が起こって

いる。私の郷土でも、古墳の表層が掃除と称して下

草が刈られ、落ち葉がきれいに掻き出される。その

結果、斜面の土は、雨と共に洗い流され、古墳が崩

れていく。落ち葉や下草による覆いがなくなったか

ら当然である。今度は、草を生やさなくてはと、太

陽光を入れるために樹木を切る。雨が表土を直撃

し、一層、浸食は進む。地元の文化財保存会のメン

バーは、この流亡を止めるため、工事を市・県・国

へ陳情するという。 
 どんな工事をするというのだろうか？草を刈ら

ずに、落ち葉も大切にそのままにしておけばこう

ならなかったのに。人間が手を付けてはいけない

部分があると言うことに気づかない。人間が自然

を破壊していく様

を見るようで何と

もやりきれない。 
 こうして、身近な

ところにも森林破

壊現象を見ること

ができる。落ち葉に

困るからと植えた

街路樹をむやみや

たらと切る。神社、

史跡など人が入り

込まなかったところ

に掃除と称して、落ち葉をかきとり、表土を露に

し、土の流亡を促進する。 

自然は一度失うと回復には、予想以上の時間がか

かる。だから潜在自然植生を目の当たりにするこ

とのできる鎮守の森を大切に守り育てたいもの

です。 

 10月22日、秋の植樹祭には、段戸裏谷原生林を

生態学者藤原一絵先生と一緒に歩き、本物の森に

ついて理解を深めます。ぜひ自分の目で見て、匂

いを嗅ぎ、手で触れ、肌で感じ取って欲しいと思

います。 
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史蹟の樹木が切られる。表土が現れ、生

態系も崩れる。 
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